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V
文
同
好
會
規
災
妖
輝
凹
面
潮
）

第
噛
條
此
ノ
會
チ
天
丈
同
好
會
ト
云
フ

第
二
條
此
ノ
會
ハ
天
丈
學
ノ
了
解
チ
進
メ
兼
ネ
テ
同
妊
者
相
互
ノ
親
睦

　
チ
塘
ス
ノ
が
目
的
デ
ア
ル

第
三
條
　
事
務
所
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
學
天
丈
藁
内
ご
置
〃
、
又
會

　
員
密
集
ノ
勉
ニ
ハ
支
部
チ
置
〃
事
ガ
ア
ル

第
四
贈
品
ノ
會
ハ
其
ノ
目
的
チ
遽
ス
ル
爲
メ
次
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
講
演
（
例
會
毎
月
一
回
、
纏
會
年
一
回
、
其
他
臨
時
會
）

　
　
ご
、
講
習
（
各
地
デ
臨
時
二
開
ク
）

　
　
三
、
心
外
圖
書
ノ
出
版
（
雑
誌
如
月
一
回
愈
員
二
．
ハ
無
代
配
布
、
圖

　
　
　
害
ハ
随
時
）

　
　
四
、
實
地
親
測
（
第
一
郡
啓
登
山
、
甲
糊
望
、
乙
見
回
、
第
二
郡
研

　
　
　
　
究
的
、
甲
流
星
、
乙
攣
光
星
、
丙
彗
星
）

第
五
條
此
ノ
會
ノ
目
的
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
誰
デ
屯
會
閉
口
ナ
レ
財

　
　
但
シ
會
費
ト
シ
帯
毎
刀
金
蓼
拾
疲
ノ
割
デ
、
成
ル
ベ
ク
牛
年
分
叉
ハ

　
其
ノ
倍
籔
ヅ
ソ
チ
前
金
デ
納
入
ス
ル
コ
ト

　
　
申
込
ノ
際
ハ
佳
所
職
業
生
年
チ
直
入
セ
ラ
ソ
タ
イ

第
六
條
　
鴫
時
査
百
圓
以
上
チ
寄
附
ス
ル
者
及
ビ
三
目
誹
十
名
以
上
チ
紹

介
シ
タ
ル
者
及
総
會
ニ
テ
特
二
推
畢
セ
ラ
レ
論
者
チ
名
主
會
員
ト
ス
ル

第
七
條
　
混
ノ
會
ノ
幹
部
ハ
次
／
麺
り

　
　
　
幹
事
　
両
名
　
　
會
計
　
一
名

　
　
此
ノ
幹
部
ハ
総
會
デ
選
三
川
ラ
ソ
ル
者
デ
任
期
ハ
ー
ケ
年

第
八
條
　
此
ノ
會
＝
静
講
雨
晴
午
名
ヲ
置
旧
、
幹
部
ノ
粗
談
相
手
ト
ナ
ル

第
九
條
幹
部
ハ
會
員
ノ
申
カ
ラ
次
ノ
係
ー
チ
指
名
推
暴
ス
ル

　
　
　
講
演
係
一
名
、
編
輯
三
三
名
’
槻
測
係
一
名
〆
爲
眞
係
一
名
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眠
好
轍
第
五
回
総
會
（
報
告
）

　
豫
告
の
如
く
、
同
好
會
の
第
五
回
総
會
が
去
ろ
四

月
十
入
日
（
土
哩
）
午
後
二
時
か
ら
京
都
帝
國
大
學
々

生
集
會
所
橦
上
で
開
か
れ
穴
。
今
年
始
め
て
の
好
日

和
で
、
空
も
よ
く
晴
れ
、
氣
温
も
上
々
で
あ
っ
六
の

で
、
京
都
在
住
の
人
々
の
み
な
ら
す
、
大
阪
、
紳
戸

鳥
取
、
岡
山
、
名
古
屋
あ
れ
り
か
ら
も
配
員
が
出
席

ぜ
ら
れ
た
。

　
ま
つ
、
二
時
過
ぎ
か
ら
、
荒
木
幹
事
為
座
長
ミ
し

て
、
講
演
會
が
開
か
れ
、
山
本
教
授
が
約
二
時
間
に

わ
乳
っ
て
「
隊
米
天
文
覗
察
談
」
奄
話
さ
れ
☆
。
大
鱒

ば
本
葺
の
「
聾
朝
し
て
」
ピ
同
様
な
筋
で
に
あ
る
が
、

何
ピ
し
て
も
急
う
し
六
見
聞
談
ぱ
、
文
で
譲
む
よ
り

も
耳
に
聰
く
方
が
印
象
的
で
あ
ろ
し
、
又
、
二
暗
間

亡
い
ふ
時
間
に
可
な
り
長
か
つ
六
れ
め
、
話
頭
ば
色

ん
な
方
衝
に
も
わ
穴
つ
六
Q

　
講
演
後
、
直
ち
に
総
會
議
事
に
入
り
、
先
づ
、
荒

木
氏
よ
り
事
務
及
び
會
計
の
報
告
あ
り
〇
二
三
質
問

の
の
ち
承
認
Q
次
い
で
山
本
氏
の
提
案
に
よ
り
評
議

員
設
置
に
關
す
ろ
會
則
改
正
な
議
し
、
又
、
荒
木
氏

ば
幹
事
曾
員
の
件
為
獲
案
し
、
討
議
の
結
果
、
會
則

に
別
頁
記
載
の
如
く
改
霊
さ
れ
六
・
津
田
氏
か
ら
・

會
長
制
度
に
つ
い
て
獲
案
が
あ
っ
六
け
れ
ご
、
之
れ

に
多
数
の
意
見
に
よ
り
、
來
年
ま
で
延
期
ε
な
ろ
。

最
後
に
、
水
野
氏
よ
り
、
前
幹
部
海
老
氏
に
感
謝
歌

為
贈
る
こ
書
為
建
議
ぜ
ら
れ
、
満
場
一
致
を
以
っ
て

三
三
所
載
の
感
謝
丈
な
決
議
し
六
〇
又
、
衆
議
に
よ

リ
新
年
度
の
幹
部
に
、
補
習
の
煩
た
省
き
、
其
の
選

定
た
奮
幹
部
に
一
任
す
る
こ
ε
、
し
れ
O

　
総
會
後
。
有
志
の
者
二
十
絵
名
ば
別
室
に
於
い
て

晩
餐
會
な
疑
う
し
、
九
時
頃
ま
で
談
笑
。
其
の
後
に

三
々
五
々
大
一
天
丈
短
に
行
き
、
上
田
助
植
芝
の
指

導
に
よ
り
り
ー
ド
彗
星
な
観
望
し
六
。

　
　
　
　
ハ
ガ
キ
だ
よ
り

山
本
一
清
檬

　
も
見
㌧
京
都
…
へ
御
着
の
こ
定
」
山
草
じ
ま
津
一
Q
別
便

に
て
「
ス
タ
ー
・
マ
ソ
プ
」
ビ
い
ふ
印
刷
物
た
御
逡
り

し
ま
し
表
Q
こ
れ
ほ
シ
ラ
キ
ウ
ス
大
事
の
天
丈
學
會

の
会
員
の
国
巳
日
露
藩
邸
（
ド
イ
ツ
丈
學
の
）
が
作
つ

索
も
の
で
す
。
託
の
人
に
日
本
の
此
丈
同
好
會
ぜ
出

版
物
な
交
換
し
六
い
ε
の
こ
オ
で
、
数
ケ
月
前
に
同

大
學
に
み
る
友
人
か
ら
大
兄
あ
て
右
の
旨
密
通
す
ろ

や
う
依
頼
さ
れ
て
る
六
の
で
す
が
、
日
本
へ
の
御
露

り
た
待
っ
て
る
て
今
日
に
な
り
ま
し
六
、
こ
う
か
適

當
に
御
尋
分
願
ひ
ま
す
Q
何
か
同
好
會
の
英
丈
出
版

物
な
同
氏
あ
て
に
御
上
下
さ
い
。
同
氏
の
所
は
右
の

印
刷
物
に
明
記
し
て
あ
り
ま
ず
。
小
生
も
（
中
略
）
四

月
十
五
日
に
ニ
ウ
ヨ
ー
〃
た
べ
ソ
ン
ゲ
リ
ア
號
で
出

て
、
八
月
〃
宋
か
九
月
籠
二
週
に
紳
戸
へ
隠
即
り
ま
す
。

再
び
御
拝
眉
の
時
だ
樂
し
み
に
し
て
る
ま
す
。
御
夫

人
に
よ
ろ
し
く
。

　
一
⊥
九
二
五
、
三
、
二
四
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ダ
・
ゲ
ン
ジ
ロ
ー

0
盒
圏
一
計
報
出
ロ
（
大
正
十
三
年
度
）

収

會
費
弾
入

出
版
物
駈
上
高

槻
測
部
費
肉
入

廣
　
　
告
　
　
料

寄
　
　
附
　
　
金

繰
　
　
越
　
　
金

港

麦

備
　
　
品
　
　
費

清
　
　
耗
　
　
費

雑
誌
印
刷
費

出
　
　
版
　
　
手

原
　
　
稿
　
　
料

事
　
　
務
　
　
費

計

入出

　へ入一
一八
二王
若犬圓

一四
〇〇

ご
三
、
O
O
O

一
入
二
、
九
一
〇

　
ご
五
〇
、
0
0
0

　
山
鳥
三
九
、
一
八
〇

四
〇
九
三
、
六
四
〇

一
二
、
二
三
〇

六
七
、
入
四
〇

ご
三
三
四
、
山
口
・
七
〇

二
「
九
・
七
、
曽
八
山
ハ
五

三
九
〇
、
○
○
〇

五
八
三
、
O
Q
O

廿一

Z
L
兀
四
『
山
陽
〇
五

差
引
　
（
十
二
月
末
現
在
）
　
三
九
九
、
〇
三
五

三
三
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會
か
ら
官
員
た
ち
に

　　　o
會同同円環
　　　幹
計　事部

が
左
の
如
く
決
定
さ
れ
ま
し
距
Q

　
　
山
本
　
一
清
氏

　
　
上
田
　
穣
氏

　
　
荒
木
　
俊
馬
氏

　
　
小
林
患
次
郎
氏

　
爾
、
別
頁
の
通
り
、
纏
會
で
評
議
員
亡
い
ふ
鋼
度

が
薪
六
に
設
け
ら
れ
ま
し
糞
が
、
其
の
撰
定
に
つ

　
い
て
に
次
號
に
獲
表
さ
れ
る
こ
定
、
思
ひ
ま
す
o

O
例
會
日
そ
の
ほ
か
　
京
都
大
夏
天
丈
墓
の

　
新
築
落
成
潜
期
ぜ
し
、
今
後
に
毎
週
月
曜
日
の
夜

　
晴
れ
て
さ
へ
居
れ
ば
、
常
に
此
の
天
丈
墓
が
一
般

　
牡
會
の
人
々
の
六
め
に
公
開
さ
れ
る
こ
亡
に
な
り

ま
す
。
（
但
し
之
れ
に
本
年
五
月
以
後
で
ず
◎
）
そ
れ

　
で
我
が
同
好
會
の
毎
月
の
例
會
も
、
成
る
べ
く
に

　
曲
の
月
曜
日
に
開
き
、
天
丈
皇
公
開
の
好
機
為
充

　
分
に
利
用
し
六
い
ミ
思
び
ま
す
Q

O
名
古
屋
支
部
の
計
書
が
略
々
決
定
し
決

　
し
れ
。
至
る
五
月
九
日
ぜ
十
日
ε
土
日
、
本
部
か

　
ら
山
本
義
オ
荒
木
氏
亡
が
招
か
れ
て
行
き
、
名
古

　
屋
で
数
回
の
天
丈
講
演
會
が
開
か
れ
ま
す
。
総
て

　
の
世
話
に
同
地
の
支
部
幹
事
濱
野
氏
が
ぜ
ら
れ
衷

　
す
。
愛
知
岐
阜
爾
卑
下
の
會
員
六
ち
に
贈
れ
に
御

　
出
席
下
さ
る
や
う
希
望
し
ま
す
O

O
三
年
前
ε
比
べ
て
　
會
員
に
可
な
り
の
出

　
入
が
あ
り
、
纏
数
ほ
少
々
減
じ
て
、
今
に
一
千
名

　
の
域
な
出
力
り
入
つ
六
り
し
て
居
ま
す
が
、
會
の

財
欧
上
か
ら
考
へ
て
も
、
本
會
匡
是
非
二
千
名
の

　
會
員
奄
得
な
け
れ
ば
安
心
亡
1
1
言
へ
ま
ぜ
ん
。
籍

會
員
募
集
の
染
め
、
現
在
會
員
糞
ち
の
御
援
助
た

顧
ひ
ま
す
。

○
・
會
員
の
密
集
地
　
電
し
て
に
、
今
匡
、
京
都
、

大
阪
、
紳
戸
、
岡
山
，
東
京
な
ざ
で
す
。
何
れ
も
百

　
名
以
上
の
曾
員
が
あ
り
ま
す
。
希
望
心
し
て
匡
、
大

　
阪
や
東
京
に
三
つ
四
つ
の
支
部
な
置
き
糞
い
事
で

す
。
殊
に
東
京
の
重
量
れ
ち
の
奮
起
た
願
び
ま
す
。

○
海
を
越
え
て
　
上
海
に
は
近
い
將
來
に
同
好

　
會
の
支
部
が
設
け
ら
れ
ろ
筈
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
多
分
1
ー
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
に
も
Q

O
天
文
の
趣
味
が
近
頃
博
非
常
に
廣
く
認
め

ら
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
れ
。
い
ろ
ん
な
新
聞
や

　
雑
誌
が
天
国
記
事
な
歓
迎
す
る
や
う
に
な
り
、
又

　
小
さ
な
小
駅
れ
ち
も
天
丈
の
話
な
聞
く
や
う
に
な

　
り
ま
し
索
。
喜
ぶ
べ
斗
こ
言
で
す
Q
i
し
か
し

又
、
一
方
に
於
い
て
眞
實
ら
し
く
見
ぜ
て
、
非
常

　
な
大
ま
ち
が
ひ
の
天
丈
申
事
が
時
々
見
つ
か
り
ま

　
す
。
我
が
天
界
誌
上
に
於
い
て
に
、
今
後
、
か
う

　
し
六
天
丈
記
事
に
に
一
々
批
評
を
加
へ
、
一
般
杜

　
會
の
人
々
が
無
性
に
迷
に
さ
れ
な
い
や
う
に
し
六

　
い
ぜ
思
ひ
ま
す
。
會
員
の
申
に
、
薪
聞
、
や
雑
誌
を

　
讃
ん
で
天
引
記
事
た
見
ら
れ
六
場
合
に
は
其
れ
な

　
切
り
ぬ
い
て
本
會
の
本
部
に
逡
っ
て
頂
き
れ
い
ビ

　
思
ひ
ま
す
Q
編
輯
部
で
ば
其
の
批
評
な
次
號
の
天

界
に
獲
表
し
ま
ぜ
う
か
ら
。

三
四

◎
岡
山
支
部
三
月
蓮
信

一
、
天
丈
講
話
會
　
兵
庫
縣
赤
穗
郡
相
生
小
學
校
で

　
一
日
午
前
九
時
置
ら
、
前
日
に
引
回
い
て
講
話
會

が
催
さ
れ
、
水
野
幹
事
は
「
星
の
話
」
の
解
説
准
な

し
、
太
陽
黒
鮎
の
観
測
々
指
導
し
六
〇

二
、
天
長
幻
燈
會
四
日
午
前
九
時
か
ら
、
關
西
中

學
校
第
五
學
年
生
の
爲
め
に
、
同
校
で
天
丈
幻
燈

看
た
催
し
、
水
野
幹
事
は
↓
々
説
明
し
六
Q

三
、
天
界
孫
究
會
　
十
四
日
午
後
七
時
か
ら
、
水
野

　
幹
纂
宅
で
開
催
し
六
。

四
、
水
野
幹
事
の
本
部
訪
問
　
二
十
五
日
山
ロ
支
部

に
、
野
心
垣
立
幽
畢
た
訪
れ
、
二
十
山
日
日
㍊
μ
鳥
取
に
會
昌
ハ

大
坪
雄
太
郎
氏
電
快
談
し
、
二
十
七
日
に
に
画
本

教
授
に
久
々
で
面
會
、
京
都
天
文
蚕
で
ぱ
サ
ー
ド

翌
翌
見
の
薪
彗
星
か
観
測
し
、
二
十
入
日
再
び
天

空
壷
に
上
田
助
教
授
ε
會
見
し
、
ご
十
九
日
に
輻

知
山
に
土
屋
中
佐
存
訪
問
し
て
天
為
談
C
、
三
十

日
匡
加
古
川
羅
に
紳
助
役
亡
天
た
語
り
、
同
夜
牛

館
岡
さ
れ
六
。
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會

串口

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ふ

〇
五
月
例
會
　
薫
る
五
月
十
一
日
（
月
曜
）
午

後
七
時
か
ら
京
都
大
黙
々
生
霊
難
所
で
例
會

を
開
き
、
左
の
講
演
が
あ
り
、
其
の
後
、
懇

談
を
し
、
又
、
大
學
天
文
皇
に
於
い
て
天
罷

観
望
を
し
ま
す
。

　
　
講
演
彗
星
の
話
壁
皿
山
本
一
清
氏

編
輯
室
よ
り

　
晧
候
も
申
し
分
ぽ
無
し
、
編
輯
部
に
も
人
ほ
揃
っ

て
來
ま
し
た
か
ら
こ
れ
か
ら
に
天
界
も
「
段
ぜ
好

く
し
薄
い
ぜ
思
ひ
ま
す
。
今
ま
で
の
編
転
ぶ
り
が
、

飴
リ
華
易
遇
ぎ
る
ビ
か
、
潜
り
難
解
過
ぎ
る
亡
か
、

ま
ち
一
の
批
評
な
頂
戴
し
ま
す
が
、
こ
う
ぜ
天
界

ば
「
の
雑
誌
で
す
か
ら
、
杢
部
心
『
律
に
同
程
度
の

内
容
に
し
て
了
ふ
ご
亡
に
出
稿
な
い
で
ぜ
う
。
編
輯

者
ピ
し
て
に
、
む
し
ろ
、
爾
方
の
要
求
為
同
時
に
満

観
す
や
う
に
慾
ば
っ
て
，
程
度
の
高
い
も
の
も
、
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

い
も
の
も
共
に
載
ぜ
る
や
う
に
し
ま
す
O
雑
誌
に
敷

へ
　
　
し
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

科
書
の
臨
書
で
な
い
定
こ
ろ
に
面
白
味
が
あ
ろ
の
で

す
。
　
毎
月
の
天
象
の
欄
存
立
派
な
も
の
に
仕
上
げ
ま
厄

う
。
之
れ
に
言
ふ
ま
で
も
な
く
上
田
助
教
授
の
御
親

切
に
よ
る
の
で
す
。

　
又
、
毎
號
、
何
か
外
國
の
天
丈
家
過
ち
の
丈
か
諜

し
て
載
ぜ
ろ
こ
電
た
怠
ら
す
に
や
り
ま
ぜ
う
。
之
れ

に
、
世
界
の
學
者
の
丈
ビ
人
ビ
に
親
し
む
糞
め
亡
、

又
、
外
國
に
於
い
て
丸
ム
コ
何
が
論
議
さ
れ
て
ゐ
う
か

ざ
い
ふ
こ
定
為
知
ろ
六
一
め
に
役
立
つ
ぜ
思
ひ
ま
す
。

　
多
分
、
次
韻
か
ら
質
疑
欄
姻
開
き
ま
す
Q
し
か
し

今
度
の
に
、
以
前
の
天
界
に
粥
げ
ら
れ
糞
も
の
ピ
に

蚕
く
違
ひ
、
質
問
を
嘉
る
定
期
に
、
又
、
ひ
ろ
く

其
の
解
答
な
も
一
般
誼
者
か
ら
募
り
ま
ず
。
此
の
や

り
方
口
我
が
國
の
讃
歌
界
に
に
全
く
新
し
い
行
き
方

ε
し
て
微
迎
さ
れ
る
ぜ
患
ひ
ま
す
。

　
荘
木
助
教
授
の
通
俗
講
座
に
、
多
く
の
人
々
の
要

求
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
春
後
も
績
け
ま
ぜ
う
。
結
局

に
写
れ
だ
け
が
一
舩
の
立
派
な
書
物
に
ま
亡
ま
ろ
こ

ピ
』
藻
期
し
つ
～
O

　
山
本
氏
の
海
外
日
戦
陣
一
μ
愈
々
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
の
叡
即
に

入
り
ま
し
れ
。
今
後
に
徒
者
に
必
ず
鰍
厚
地
圃
た
座

膚
に
置
い
て
之
れ
准
讃
ん
で
下
さ
い
。
生
毫
糞
西
洋

地
理
が
味
に
れ
る
ぜ
思
び
ま
す
。

本
號
か
ら
雑
報
の
欄
ん
復
活
さ
ぜ
ま
し
れ
。
今
後

に
、
主
¢
し
て
油
木
氏
め
盤
力
に
よ
り
、
之
れ
た
大

に
畿
展
さ
ゼ
亡
い
ミ
思
ひ
ま
す
。

　
中
村
要
略
が
星
二
つ
の
兵
隊
さ
ん
に
な
り
ま
し
れ

大
き
な
禮
躯
に
、
可
愛
ら
し
い
顔
付
露
な
し
て
Q

　
　
天
文
同
好
會

本
　
　
部
　
　
京
都
帝
國
大
學
　
　
　
　
　
疋
之
蓑

同
志
硅
支
部
　
京
郊
』
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同
国
仕
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飯
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京
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支
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京
物
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小
路
油
小
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⊥
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下
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弱
都
市
第
三
高
享
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酉
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三
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大
坂
安
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左
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受
上
町
三
ゴ
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玉
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神
戸
支
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神
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市
生
田
町
四
町
月
　
森
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助
次
郎

甲
南
支
霜
兵
庵
縣
尼
崎
市
高
書
女
學
陵
木
村
牽
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岡
山
支
部
岡
山
市
門
田
二
十
一
　
　
水
野
　
千
里

美
作
支
部

　
　
　
　
岡
山
縣
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田
郡
津
山
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字

　
　
　
　
上
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町
　
　
　
　
　
　
山
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孝
二
耶

名
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名
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市
束
旨
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ザ
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上
田
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民
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…
上
旧
高
等
女
撃
駿
　
　

巾
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登

侵
野
支
部
長
野
市
畏
断
小
畢
陵
奪
部
黒
岩
魁
一
耶

高
水
支
部
長
野
縣
下
高
井
郡
喘
醸
小
砲
校
宮
川
周
治

正
本
支
部
長
野
縣
松
本
市
築
二
部
　
　
上
條

諏
訪
・
支
部
長
野
縣
上
諏
訪
中
學
佼
　
　
三
澤

賓
島
支
邪
廣
島
市
研
屋
町
五
一
　
　
能
…
野

九
州
支
部
幅
岡
三
左
牟
田
市
魑
甲
町
吉
凶

山
口
支
部
山
口
高
等
纏
淡
化
撃
教
竃
野
詩

仙
嚢
支
部
仙
肇
第
二
高
等
學
校
　
　
吉
邦

北
海
溢
支
部
札
幌
測
候
所
内
　
　
　
　
松
川

哲正冠租窓勝清
美敏之吉一衛人

畿
晶
馬
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膜
骨
甜
翻
（
定
理
三
十
五
罎
郵
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金
五
厘
）

　
　
　
　
　
聖
誕
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局
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十
叫
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平
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編
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行
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天
丈
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好
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天
界
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金
大
阪
五
六
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第
五
　
右
代
表
者
　
　
　
　
山
　
本
　
　
一
　
清

　
十
二
　
　
宗
都
帝
國
大
學
天
丈
甕
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號
嚢
行
所
　
天
文
同
好
會
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西
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版
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